






■　質問順は、 議会運営委員会の中で、 委員によるくじ引きで決めています。

■　一般質問の要旨は、 各議員がそれぞれ自分のページを責任編集しています。

12月6日

12月7日

　　１２月定例会の一般質問は、 １２月６日、 ７日の両日行われました。 １０人の議員が登壇し、 町と町

教育委員会の考えを質しました。 質問時間は、 各議員に質問と行政側答弁を合わせて１時間割り当て、

町側に通告した全項目を行います。 質問順に、各議員の主な質問項目と、その答弁要旨を掲載します。

1. 地域包括ケアシステム構築の現状について

2. ファミリー ・ サポート ・ センター事業について

3. コロナ禍による世帯の収入減少と子どもの教育について

 
1. 旧小川別荘跡地の太陽光発電事業について

2. 太陽光発電事業に関する条例改正について

3. 太陽光発電への支援について

４. 福祉灯油の実施を

５. 半農半 Ｘ 支援について

1. ウツリスムための政策と、 有効的な少子化対策、 男女共同参画社会の形成は

2. 中部横断自動車道の山梨 - 静岡間が全線開通したメリットをどう活かすか

3. 釜無ホテイアツモリソウ再生 ・ 保護活動に対する町の姿勢

４. 井戸尻考古館の新館構想

1. 富士見太陽光条例改正への自信は

2. 小型水力発電の可能性の検討は

3. IT を教育現場に導入するメリットとデメリットは

４. 町長面会日を設けては

５. パノラマリゾートの国設移管をもう一歩踏み込んで考えてみては

６. 太陽光条例の改正に伴う、 専門家に依る検討委員会の開催方法について

1. 太陽光発電条例と環境保全条例について

2. 観光事業について

3. 諏訪地域高校再編の将来像について

1. 発表した１４の政策 「公共交通システム検討チーム」 新設の進め方について

2. 発表した１４の政策 「町ぐるみ ICT 化の推進」 の考え方について

3.４つのキーワード 「持続可能なまちづくり」 について

1. 大雨災害や地震に強いまちづくりについて

2. 町の商業環境の活性化について

1. 令和４年度町長方針農業の競争力強化について

2. 新規就農者、 定年帰農者、 新規後継者について

3. 情報基盤の整備について

10

お詫び：No.171号の小倉裕子議員の質問事項に誤りがありました。お詫び申し上げ、再発防止に努めてまいります。

おぐら

小倉 
ゆうこ

裕子 議員

1. 令和 4 年度町長方針における重点施策　産業振興の強化について

2. 観光振興施策の人流をよくするための今後の進め方について

みつい

三井 
しんせい

新成 議員

うしやま

牛山 
もとき

基樹 議員

織田 昭雄 議員

おだ てるお

やじま

矢島　　

たかし

尚 議員

かわい

川合 
ひろと

弘人 議員

しま

島　　
まさゆき

正孝 議員

なとり

名取 
たけいち

武一 議員

ごみ

五味 仙一 議員

せんいち

1. これでいいのか町民への安全 ・ 安心の実例について

2. 合併処理浄化槽設置事業について

3. 南諏衛生センターのし尿処理施設等について

五味 平一 議員

ごみ へいいち

医療介護連携の体系ができてきている答弁

地域包括ケアシステム構築の現状について

医療・介護・住まい・介護予防・生活支援の連携が基

本となり、多職種連携も必要になるため、町が中心

になってコントロールする必要があると思うが、ど

の様に関わっているか。

地域包括ケアの構築においては、行政も含めた各機

関の連携が重要と認識している。連携の例としては、

町と各機関が毎月地域ケア会議を開き、状況の共有

を図っている。町はこれらの連携に中核的に関わり

ながら、更なるシステム構築に努めて行きたい。

 議員小倉  裕子
おぐら        ゆうこ

現在、依頼会員125名、支援会員44名、利用人数延

べは、令和2年度10人、令和3年11月現在で40人

となっており、周知は、広報、ホームページ、子育て

ひろばAiAiで行っているが、支援会員が少ないた

め、今後更に周知に努めたい。また、様々なサービ

スを一部無料で使用できる「子育て応援券（仮称）」

の発行も検討している。

依頼会員、支援会員の人数は。年間の利用数は。周

知は充分されているか。

町外企業誘致はどう進めていくのか。

テクノ街道沿線への進出や事業拡大を支援する答弁

令和4年度町長方針　産業振興の強化とは

三井 新成 議員

いよいよ始まるテクノ街道沿線企業

工業の生産力の強化の具体的目標は。

振興センターと連携し人材確保やオンライン展示会

による支援と、テクノ街道沿線への進出や事業拡大

を希望する企業を支援していく。R4年度はモデルと

して1社を予定している。

テクノ街道沿線への町内企業の集積として工業誘致

制度を利用とあるがどのような制度か。

移転を希望する企業に対して、取得された土地に対

しての調整と企業のリスク資金を応援するための移

転補助を考えている。また、移転を促進する支援策

として条例改正も考えている。

沿線の適応範囲と補助金の適用範囲をどのように

考えているか。

沿線の線引きはまだ決まっていない。これから検討し

ていく。補助金については地盤整備にリスクが大きく

不利なところもあるので今後検討していく。土地の価

格変動も考えられるので、町として措置していく。

■ファミリー・サポート・センター事業について

経済効果も考えられるが通常の振興条例の適応と

なる。誘致を進めるうえでの宣伝としてR3年度中に

テクノ街道沿線のドローン空撮を予定しており

SEIMITSU　FUJIMIに掲載していく。

コロナ禍により世帯の所得格

差が広がる中、学校教育は、

富士見町は、学習塾に行っている児童生徒の割合が

全県平均より低い。学校では、朝学夕学など様々な

学習の機会を用意しており、学校教育で充分学力が

保障できるように取り組んでいる。

■コロナ禍による世帯の収入減少と

　 子どもの教育について

塾に行かれる子と行かれない子の習熟度の格差が

ないようにしていくべきだと思うが、学校学習で完

結できるか。

環境配慮型の産業の推進にお

ける下払い作業の補助金の目

的と適用は。

生活に密着した森林整備をして

もらうことを目的とし、個人所有

の森林整備として、個人が行う

間伐や下払いに対して１㎡あた

り10円を支給するもの。
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